
●富田砕花年譜 
 
明治 23年（1890年） 0歳 岩手県盛岡市にて 11月 15日に誕生 
              本名戒治郎 
明治 41年（1908年）18歳 与謝野鉄幹，晶子主宰の新詩社に参加 
                           筆名砕花で「明星」に短歌を発表した。 
明治 45年（1912年）22歳 石川啄木に思想的な影響を受け，啄木の死（4月）を悼み，歌誌「曠野」 
大正元年 （1912年）    に「民衆の中に行く」“Going to people”「託されたる使命―石川啄木氏 

を憶ふ」を発表 
歌集「悲しき愛」出版  

大正 2年 （1913年）23歳 小田原で肺患を得，病気療養のため芦屋に転地 
大正 4年 （1915年）25歳 詩集「末日頌」出版 
大正 5年 （1916年）26歳 カアペンタア訳詩集「民主主義の方へ」出版 
大正 8年 （1919年）29歳 詩集「地の子」 ホヰットマン訳詩集「草の葉」Ⅰ出版  
大正 9年 （1920年）30歳 田島マチと結婚  
              訳詩集「カアペンタア詩集」 ホヰットマン訳詩集「草の葉」Ⅱ出版 
大正 10年 (1921年）31歳 詩集「富田砕花詩集」出版 
大正 11年（1922年）32歳 評論集「解放の藝術」 詩集「時代の手」出版 
大正 13年（1924年）34歳 詩集「登高行」出版 
大正 15年（1926年）36歳 詩集「手招く者」出版 
昭和 9年 （1934年）44歳 歌集「白樺」を出版 
              芦屋市宮川町の田島家隣家に移る。隣に谷﨑潤一郎が松子夫人と隠棲 
昭和 14年（1939年）49歳 現在の富田砕花旧居に入居 
昭和 23年（1948年）58歳 第 1回兵庫県文化賞受賞 
昭和 24年（1949年）59歳 ホヰットマン訳詩集「草の葉」改訳出版 
昭和 25年（1950年）60歳 歌集「歌風土記 兵庫県」出版 
昭和 36年（1961年）71歳 マチ夫人逝去 
昭和 45年（1970年）80歳 詩集「ひこばえのうた」出版 
昭和 46年（1971年）81歳 「兵庫讃歌」出版  ホイットマン訳詩集「草の葉」改々訳出版 
昭和 50年（1975年）85歳 詩集「視差錯落」出版 
昭和 58年（1983年）93歳 地域文化振興文部大臣賞受賞 
昭和 59年（1984年）93歳 11ヶ月 心臓衰弱のため長逝 
 
昭和 60年（1985年）    蔵書遺品が芦屋市に寄贈され，「富田砕花顕彰会」が発足 
              歌集「属目散趣」出版 
昭和 63年（1988年）    「富田砕花全詩集」出版 
平成 10年（1998年）    砕花訳W・ホイットマン「詩集 草の葉」文庫版出版 
              芦屋市立美術博物館にて特別展「富田砕花の世界」開催 
 



●富田砕花校歌作詞一覧 
芦屋市                     その他 

1933年 芦屋市立宮川小学校          1934年 和歌山県九度山町立九度山小学校 
1933年 芦屋市立岩園小学校          1952年 静岡精華学園 
1937年 芦屋大学附属高等学校         1958年 国立大阪病院附属看護学院 
1937年 芦屋大学附属中学校            
1950年 芦屋市立精道中学校            

 
兵庫県 

1932年 神戸市立平野小学校 
1948年 岩屋町立岩屋中学校 
1949年 兵庫県立加古川東高等学校 
1949年 神戸市立湊川高等学校 
1950年 報徳学園 
1950年 兵庫県立長田高等学校 
1951年 兵庫県立兵庫工業高等学校 
1952年 兵庫県立柏原高等学校 
1952年 神戸市立川池小学校 
1952年 兵庫県立香住高等学校 
1952年 兵庫県立八鹿高等学校 
1952年 兵庫県立御影高等学校 
1954年 神戸大学教育学部附属明石中学校 
1954年 三木市立三樹小学校 
1955年 兵庫県立姫路南高等学校 
1957年 豊岡市立豊岡北中学校 
1958年 神戸市立原田中学校 
1958年 神戸市立東山小学校 
1959年 兵庫県立三原高等学校 
1960年 加古川市立川西小学校 
1961年 兵庫県立豊岡農業高等学校 
1961年 兵庫県立相生産業高等学校 
1962年 兵庫県立神戸商業高等学校 
1963年 尼崎市立啓明中学校 
1965年 兵庫県立西脇工業高等学校 
1970年 神戸市立赤塚山高等学校 
1976年 兵庫県立氷上西高等学校 
1977年 兵庫県立宝塚西高等学校 

 
             



●富田砕花市町歌・社歌・民謡ほか作詞一覧 
   1927年 女護沼島の唄 
   1936年 倉敷市歌 
   1949年 尼崎市警察歌 
   1950年 大阪市消防局の歌 
   1954年 小野市歌 
   1958年 山崎町町歌 
    
   1953年 別子建設株式会社社歌 
   1964年 ユーハイム社歌 
 
   1954年 東条湖小唄 
   1954年 尾崎小唄 
   1974年 かみまち小唄 
 
   1946年 起て戦災者 
   1948年 全日本海員組合の唄 
   1951年 窓を開けろ 
   不 詳  牛のゐる岬  
   1952年 消えた虹 
 

1935年 全国中等野球大会行進曲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


